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６月１４日（火）第１３回　検数労連２２春闘交渉　１４：００～１５：００


全ての地域から中闘見解に対する『批准』または『一任』を受け、検数労連２２春闘全般について妥結を表明する。











【地域から寄せられた主な意見】





【第１３回　２２春闘交渉】


前回の交渉で組合は機関手続きに入る旨を公表し、その後、１４日１０時までに各地域に対し、２２春闘に対する意見を求めました。その結果、すべての地域から『批准』または『一任』をという結果を受け、両協会に対し２２春闘闘争全般について『妥結』の態度表明を行いました。





【態度表明】


　２２春闘の態度表明にあたり、６月１４日１０時までに各地域労連、支部からの意見を集約し、全地域から批准または一任を受け、２２春闘要求全般については要求との関係では不満が残るものの現到達をもって『妥結』を表明する。





　検数春闘は２月１７日に第１回交渉で要求提出以降、今日まで１３回の交渉を重ねてきた。この間、両





【評価点】


（両協会）


昨年比プラス回答については一定評価。


時間外基礎分母の計画的な削減は一定評価する。





（日検協会）


諸要求の協議促進に向けた修正回答。


初任給の増額。





（全日検）


修正回答の提示。


徹休カットの改善。
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協会に対して繰り返し説明してきた主張点は『２２春闘は諸物価高騰から生活を守るための防衛闘争である』と強く訴えかけてきた。さらに、港湾労働者全体の賃金の底上げおよび労働環境整備に資する『適正料金の下払い』による原資確保は産別春闘方針の『一丁目一番地』と位置付け、産別と個別が一体となって料金収受に向けた動きを作る春闘であることを主張し続けてきた。単に検数を取り巻く情勢が厳しいとの理由で政労使が取組んでいる港湾労働環境整備への動きに背を向けることは許されないとしてきた。この考え方については、来年度以降も引き継ぐものであり、賃金引上げに資する労働環境整備に向けた一層の原資確


保の取り組みが極めて重要になる


ことを強調しておく。


春闘回答全般については、全国から様々な厳しい意見や強い不満、不信感、憤り等が指摘された。





　








【不満点】


（両協会）


賃金引上げについては、要求との関係では不満。


若年層への回答が低額であり、将来不安を加速させることへの不満。


有額回答指定日に回答が提示されないことに不満。





（日検協会）


修正回答が提示されなかったことへの不満。


政府施策を理解していない態度に不満。


議事録確認を反故にした複数年にわたる定率昇給に不満。


場当たり的な対応となっている『覚書』への不満。





（全日検）


低額回答と一律部分の年齢格差回答に不満。


職務経験加算が細分化されたことにより、今後の一時金の配分内容に不安が生じる。








両協会に対しては、前年比プラス回答、時間外基礎分母の計画的削減は一定評価するが、要求額との関係では低額であり不満とする意見がすべての地域から指摘された。その他、両協会の政府施策の後押しを理解しない経営姿勢や賃金引上げに係る温度差などが指摘された。全日検に対しては、修正回答は一定評価するが、一律部分の年齢格差回答や職務経験加算の細分化に対する不満点が多く出された。日検に対しては、諸要求の修正は一定評価するが、１８・１９春闘での議事録確認が反故にされている点や複数年にわたる定率昇給への不満。さらに『覚書』というその場しのぎ的に春闘を収束させたことへの不満が全地域から出された。


　


　今後、両協会ともに組合員の生活の安心・安定した賃金引上げの実施と産別継続課題の履行、人員対策、


人材育成、ワクチン接種に伴う特





































































































別休暇など、引き続き、賃金問題や労働条件などを協議・検討する場において課題の前進に向けた真摯な労使協議の実施を求める。とりわけ、６５才定年制の実施に向けた産別継続課題の履行や生活保障に向けた賃金討論を検数労連課題と位置付けて春闘終了後、速やかに企業内労使協議の中で議論をすすめていくこととする。日検の『覚書』の履行に向けた検証等は、労使で責任をもって実利・実益の追求を強く求める。　　　　　　　　　


　以上























































































































※各地域闘争委員会の皆様、長期にわたる２２春闘闘争お疲れ様でした。引き続き、２２夏季一時金闘争頑張りましょう。
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